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冬
に
な
れ
ば
雪
掘
り
が
日
課
。

中
央
後
ろ
左
に
大
の
里
。

こ
の
中
の
六
人
が
角
界
で
活
躍
。
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は
じ
め
に

　
古
き
よ
き
相
撲
部
屋
で
は
、
厳
し
く
も
経
験
豊
か
な
親
方
が
弟
子
を
力
士
と
し
て
指
導
し
、
母
親
代
わ

り
の
女お

か
み将
さ
ん
が
食
事
を
は
じ
め
日
々
の
暮
ら
し
の
心
情
を
支
え
た
。
表
に
立
つ
親
方
、
陰
で
支
え
る
女

将
さ
ん
、
そ
の
両
輪
が
個
性
を
発
揮
し
て
特
色
あ
る
部
屋
を
築
き
、
力
士
を
育
て
た
と
聞
か
さ
れ
る
。

　
時
代
が
変
わ
り
、
女
将
さ
ん
が
以
前
ほ
ど
深
く
関
与
し
な
い
部
屋
が
増
え
て
い
る
。
高
卒
、
大
卒
の
力

士
が
大
半
を
占
め
、
人
間
形
成
の
場
で
あ
る
よ
り
も
、
プ
ロ
と
し
て
勝
負
に
勝
つ
こ
と
が
最
優
先
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
身
体
を
大
き
く
強
く
し
、
勝
つ
た
め
の
技
量
の
向
上
に
重
き
が
置
か
れ
る
。

「
結
果
が
す
べ
て
」
の
世
界
だ
か
ら
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
の
流
れ
だ
ろ
う
。
女
将
さ
ん
に
し
て
も
、
た

ま
た
ま
結
婚
し
た
相
手
が
力
士
で
、
引
退
後
、
親
方
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
義
務
的
に
女
将
の
役

目
を
務
め
た
く
は
な
い
、
我
が
子
の
子
育
て
と
自
分
自
身
の
生
活
を
優
先
し
た
い
と
考
え
る
親
方
夫
人
が

多
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
実
際
、
親
方
は
日
本
相
撲
協
会
の
構
成
員
だ
が
、
女
将
さ
ん
の
立
場
は
曖あ

い

昧ま
い

だ
。

重
い
責
務
は
求
め
ら
れ
な
が
ら
、
正
式
な
立
場
や
保
証
は
な
い
の
だ
と
い
う
。
女
将
の
役
目
を
放
棄
す
る

親
方
夫
人
が
増
え
る
の
も
仕
方
な
い
事
情
が
あ
る
。
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は
じ
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に

　
そ
ん
な
中
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
世
界
に
は
、
十
代
の
少
年
た
ち
と
寝
食
を
共
に
し
、
親
代
わ
り
に
な
っ
て

力
士
を
育
て
る
「
相
撲
部
屋
」
が
い
ま
も
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
存
在
が
、
こ
の
物
語
の
舞
台
で
あ
る

〈
か
に
や
旅
館
〉
だ
。
か
つ
て
旅
館
だ
っ
た
名
残
で
い
ま
も
そ
の
名
で
呼
ん
で
い
る
。
実
体
は
、
新
潟
県

立
海か

い

洋よ
う

高
校
相
撲
部
の
寮
。
こ
こ
に
は
プ
ロ
な
ら
「
親
方
」
と
呼
ば
れ
る
立
場
の
田と

海う
み

哲て
つ

也や

総
監
督
と
、

女
将
さ
ん
の
恵え

津つ

子こ

夫
人
が
い
る
。
か
に
や
旅
館
で
育
っ
た
Ｏ
Ｂ
監
督
、
東
京
か
ら
〈
か
に
や
〉
を
選
ん

で
来
た
コ
ー
チ
、
さ
ら
に
は
地
域
の
人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、
二
人
は
十
代
の
少
年
た
ち
の
夢
を
支
え

育
ん
で
い
る
。

　
大
関
・
大お

お

の
里さ

と

を
は
じ
め
、
人
気
を
集
め
つ
つ
あ
る
白し

ろ

熊く
ま

、
欧お

う

勝し
ょ
う

海う
み

、
嘉か

陽よ
う

ら
の
関
取
衆
も
か
に
や

旅
館
で
十
代
を
過
ご
し
た
。「
か
に
や
旅
館
で
の
六
年
間
が
な
け
れ
ば
、
い
ま
の
自
分
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
け
ど
、
二
度
と
戻
り
た
く
な
い
地
獄
の
六
年
間
で
し
た
」。
大
の
里
は
振
り
返
る
。

　
こ
の
本
は
、
運
命
の
糸
に
導
か
れ
る
よ
う
に
ア
マ
チ
ュ
ア
の
相
撲
部
屋
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
、
い

ま
や
大
相
撲
で
活
躍
す
る
人
材
を
輩
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
新
潟
県
糸い

と

魚い

川が
わ

市
能の

生う

町
の
〈
か
に
や
旅

館
〉
に
光
を
当
て
た
物
語
だ
。
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第
一
章　

相
撲
部
屋

〈
か
に
や
旅
館
〉の

 

誕
生

序
章能

生
町
が

人・人・人
で

あ
ふ
れ
た
日

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
の
お
披
露
目
セ
レ
モ
ニ
ー

能
生
町
に
こ
ん
な
に
大
勢
の
人
が
い
た
の
か
…
…

相
撲
部
の
監
督
に
誘
わ
れ
て
相
撲
を
始
め
た

小
学
一
年
か
ら
ず
っ
と
一
緒
の
幼
な
じ
み

大
学
相
撲
部
、
地
獄
の
寮
生
活

恵
津
子
の
実
家
の
家
業
を
継
ぐ
と
い
う
選
択

叩
き
上
げ
の
先
輩
た
ち
の
厳
し
い
洗
礼

国
体
に
向
け
た「
県
の
強
化
委
員
長
就
任
」の
要
請

目
次

は
じ
め
に

　2

23 13
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第
三
章

中
村
泰
輝

（
大
の
里
）が

 

来
た

第
二
章

有
望
な

少
年
た
ち
が

集
ま
り
始
め
た

中
高
一
貫
指
導
体
制
で
国
体
優
勝
を
目
指
す

一
年
後
に
開
か
れ
た
家
族
会
議

三
輪
隼
斗
が
石
川
県
穴
水
町
か
ら
能
生
に
来
た

深
夜
三
時
、
高
校
相
撲
部
の
寮
が
火
事
で
燃
え
た

ス
パ
ル
タ
か
ら
触
発
へ
、
指
導
者
の
葛
藤

三
輪
隼
斗
ら
中
学
生
た
ち
が
初
め
て
全
国
優
勝
を
遂
げ
た

中
学
生
の
佐
藤
貴
信
少
年
も
稽
古
に
来
た

福
島
か
ら
高
橋
優
太
が
、
千
葉
か
ら
嘉
陽
快
宗
が
来
た

金
沢
大
会
の
決
勝
、
三
輪
の
大
将
戦
を
泰
輝
少
年
が
見
て
い
た

小
学
生
で
牛
丼
大
盛
を
三
杯
ぺ
ろ
り

わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
五
回
戦
で
泰
輝
は
負
け
た

「
能
生
中
に
行
っ
て
、
強
く
な
る
！
」

明
る
く
て
茶
目
っ
気
の
あ
る
少
年

能
生
中
学
で
な
か
な
か
結
果
が
出
な
か
っ
た

走
行
距
離
十
七
万
キ
ロ
の
軽
ワ
ゴ
ン
車

悪
い
癖
を
す
ぐ
直
さ
な
か
っ
た
哲
也
の
指
導
方
針

中
村
泰
輝
と
初
め
て
会
っ
た
、
高
校
二
年
の
春

3965
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第
五
章

大
相
撲
の

敷
居
は

高
かっ
た

第
四
章

  〈
か
に
や
〉の

 

生
活
と

 

人
間
模
様

大
の
里
が
「
地
獄
」
と
呼
ぶ
寮
生
活

携
帯
も
ゲ
ー
ム
も
禁
止
。
甘
い
青
春
の
な
い
日
々

深
く
、
静
か
な
、
相
撲
の
基
本
稽
古

厳
し
い
稽
古
の
後
、「
丼
三
杯
」
が
決
ま
り
の
夕
食
が
待
っ
て
い
る

高
橋
優
太（
白
熊
）の
い
ま
だ
か
ら
笑
え
る
脱
走
劇

親
元
を
離
れ
た
寂
し
さ
と
孤
独

ケ
ガ
で
、
思
い
描
い
た
夢
に
雲
が
か
か
る
少
年
も
い
る

厳
し
い
非
難
を
浴
び
た
イ
ジ
メ
事
件

地
元
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
る
相
撲
部
員

相
撲
部
開
発
の
人
気
商
品
「
ご
っ
つ
ぁ
ん
カ
レ
ー
」

村
山
大
洋
の
不
安

「
プ
ロ
に
は
行
か
な
い
」。
三
輪
隼
斗
の
固
い
決
心

す
べ
て
を
兼
ね
備
え
た
後
輩
に
夢
を
託
し
た

国
体
団
体
戦
で
五
連
覇
に
王
手

土
俵
下
で
大
き
な
タ
オ
ル
を
丁
寧
に
畳
む
、
後
輩
・
栗
田
の
献
身

五
連
覇
を
か
け
た
決
勝
、
絶
体
絶
命
の
大
将
戦

103 81
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第
七
章

中
村
泰
輝

か
ら

大
の
里
へ

第
六
章

祝
勝
会
前
夜

母
た
ち
の

証
言

教
育
実
習
で
泰
輝
が
残
し
た
武
勇
伝

心
臓
に
悪
い
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
戦
い

二
年
連
続
ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
に
輝
き
、
角
界
入
り
を
宣
言

卒
業
式
の
こ
ろ
、
よ
う
や
く
部
屋
が
決
ま
っ
た

入
門
前
に
、
も
う
一
度
「
丸
刈
り
」
に
し
た
新
弟
子

二
所
ノ
関
親
方
が
四
股
名
に
託
し
た
、
泰
輝
へ
の
期
待

「
自
分
は
大
卒
な
の
で
、
遊
ん
で
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
」

後
援
者
た
ち
の
率
直
な
安
堵

多
く
の
親
子
は
、
な
ぜ
間
違
え
る
の
だ
ろ
う

元
横
綱
・
稀
勢
の
里
、
二
所
ノ
関
親
方
の
威
厳

い
ま
は
十
人
の「
か
に
や
育
ち
」
が
角
界
に
い
る

恵
津
子
よ
り
小
さ
な
嘉
陽
快
宗
が
か
に
や
旅
館
に
来
た

か
に
や
旅
館
に
惚
れ
込
ん
だ
母
親
に
背
中
を
押
さ
れ
た

「
明
日
は
嘉
陽
の
母
ち
ゃ
ん
に
着
物
を
着
せ
ろ
！
」

「
勇
人
は
、
か
に
や
旅
館
の
六
年
間
で
変
わ
っ
た
」

133 121
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　第九
章

〈
か
に
や
旅
館
〉の

 

未
来
展
望

第
八
章

大
の
里

快
進
撃
の

陰
に

黒
星
か
ら
の
土
俵
人
生

大
相
撲
の
先
輩
力
士
は
甘
く
な
か
っ
た

三
勝
三
敗
、
相
撲
人
生
を
左
右
す
る
大
勝
負

も
う
一
人
の
恩
師
・
村
山
智
明
の
助
言

怪
物
・
落
合
の
台
頭

化
粧
廻
し
贈
呈
式
直
前
、
恵
津
子
が
贈
っ
た
言
葉

初
め
て
の
結
び
の
一
番
、「
あ
の
静
け
さ
が
怖
か
っ
た
」

初
優
勝
の
翌
日
、
約
束
を
守
っ
た
先
輩
・
大
の
里

大
関
昇
進
、「
唯
一
無
二
」
を
助
言
し
た
恩
師

「
モ
ン
ゴ
ル
に
行
く
」 

哲
也
の
苦
渋
の
決
断

家
族
で
能
生
町
に
移
住
し
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
人
母
子

相
撲
部
史
上
初
、
女
子
の
部
員
が
入
っ
て
き
た

土
俵
際
の
逆
転
、
の
ど
輪
攻
め
、
大
の
里
の
試
練

「
オ
レ
た
ち
は
兄
弟
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」

鳴
戸
親
方
の
怒
り
、
欧
勝
海
へ
の
𠮟𠮟
𠮟

勝
負
を
超
え
て
、
哲
也
が
描
く
「
相
撲
の
ま
ち
」
の
未
来

次
の
大
の
里
を
育
て
る

179 155
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エ
ピ
ロ
ー
グ

恵
津
子
と
哲
也
の
明
日

恵
津
子
が
ア
ジ
ア
ツ
ア
ー
を
始
め
た

奄
美
大
島
で
有
名
占
い
師
が
哲
也
の
十
年
後
を
予
言

高
校
生
の
旅
立
ち
、
大
の
里
は
三
度
目
の
優
勝

あ
と
が
き

　204

199

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

　守
先
正

写
真
撮
影

　田
海
哲
也
、
海
洋
高
校
相
撲
部
、
小
林
信
也

表
紙
写
真
／
海
洋
高
校
の
校
内
に
あ
る
相
撲
道
場
。
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現
在
の〈
か
に
や
旅
館
〉。
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大
の
里
を
育
て
た〈
か
に
や
旅
館
〉物
語

現
在
の〈
か
に
や
旅
館
〉。
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序
章能

生
町
が

人・人・人
で

あ
ふ
れ
た
日

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
。

右
が
大
の
里
、
左
が
欧
勝
海
。
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ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
の
お
披
露
目
セ
レ
モ
ニ
ー

　
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
午
前
十
時
、
力
士
た
ち
に
先
だ
っ
て
田
海
哲
也
と
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
日
本
海

ひ
す
い
ラ
イ
ン
の
青お

海う
み

駅
に
到
着
す
る
と
、
駅
前
の
小
さ
な
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
数
十
人
の
人
だ
か
り
が
で

き
て
い
た
。

　
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
九
月
二
十
八
日
。
秋
場
所
が
終
わ
っ
た
翌
週
の
土
曜
日
。
両り

ょ
う

国ご
く

国
技
館

の
熱
気
が
そ
の
ま
ま
日
本
海
側
ま
で
運
ば
れ
た
よ
う
な
と
き
め
き
が
小
さ
な
駅
前
に
漂
っ
て
い
た
。
数
十

人
と
書
い
た
が
、
青
海
駅
前
で
は
そ
れ
だ
け
で
「
事
件
」
と
言
っ
て
い
い
大
騒
ぎ
だ
。
普
段
は
、
通
学
・

通
勤
の
人
が
パ
ラ
パ
ラ
と
行
き
交
う
く
ら
い
で
、
人
が
集
団
に
な
る
光
景
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
場
所

に
、
い
ま
相
撲
界
で
最
も
注
目
を
浴
び
る
新
星
・
大
の
里
が
や
っ
て
来
る
。

　
駅
舎
の
正
面
に
は
、
大
の
里
、
白
熊
、
欧
勝
海
、
嘉
陽
、
四
人
の
関
取
の
等
身
大
パ
ネ
ル
が
並
べ
ら
れ

て
い
た
。
い
ず
れ
も
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
地
に
金
色
で
海
洋
高
校
の
校
章
が
刺し

繡し
ゅ
うさ

れ
た
化
粧
廻ま

わ

し
を
つ

け
て
い
る
。
四
人
と
も
〈
か
に
や
旅
館
〉
で
育
ち
、
海
洋
高
校
を
卒
業
し
て
角
界
に
入
っ
た
。
欧
勝
海
だ

け
が
高
校
か
ら
か
に
や
旅
館
に
来
た
。
他
の
三
人
は
能
生
中
学
、
海
洋
高
校
を
通
じ
て
六
年
間
を
能
生
町

で
過
ご
し
て
い
る
。
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　能
生
町
が
人
・
人
・
人
で
あ
ふ
れ
た
日

　
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
中
に
新
潟
県
出
身
者
は
い
な
い
。
白
熊
は
福
島
県
須す

賀か

川が
わ

市
出
身
、
嘉
陽
は
沖
縄

県
出
身
だ
が
千
葉
県
市い

ち

川か
わ

市
の
小
学
校
を
卒
業
し
た
。
大
の
里
と
欧
勝
海
は
共
に
石
川
県
河か

北ほ
く

郡
津つ

幡ば
た

町

出
身
。
大
相
撲
の
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
「
新
潟
県
出
身
」
と
紹
介
さ
れ
る
力
士
は
四
人
の
中
に
い
な
い
。

だ
が
、
能
生
町
の
人
た
ち
は
彼
ら
が
能
生
で
育
ち
、
能
生
に
愛
着
を
感
じ
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
は
関
係
な
く
、「
能
生
育
ち
力
士
」
と
し
て
、
我
が
こ
と
の
よ
う
に
昇
進
を
喜

び
、
応
援
し
て
い
る
。

　
詰
め
か
け
た
町
の
人
々
は
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
、
代
わ
る
代
わ
る
等
身
大
パ
ネ
ル
の
脇
に
立
っ
て

ス
マ
ホ
で
記
念
写
真
を
撮
る
。
並
ぶ
と
力
士
の
大
き
さ
が
実
感
で
き
る
。
と
く
に
百
九
十
二
セ
ン
チ
の
大

の
里
の
隣
に
立
つ
と
、
百
八
十
セ
ン
チ
の
男
性
で
さ
え
小
さ
く
見
え
る
。
な
ん
だ
か
、
そ
ん
な
発
見
だ
け

で
も
心
が
ウ
キ
ウ
キ
す
る
か
ら
お
相
撲
さ
ん
の
存
在
感
は
不
思
議
だ
。

　
大
の
里
、
欧
勝
海
を
ひ
と
目
見
よ
う
、
ひ
と
言
応
援
の
声
を
か
け
よ
う
と
熱
い
思
い
を
抱
い
た
住
民
た

ち
が
さ
ら
に
集
ま
っ
て
く
る
。

　
や
が
て
、
紋
付
き
袴は

か
ま

姿
の
新
大
関
・
大
の
里
、
十
両
・
欧
勝
海
の
一
行
が
青
海
駅
前
に
車
で
到
着
し

た
時
、
人
々
は
一
斉
に
拍
手
し
、
口
々
に
感
謝
と
応
援
の
言
葉
を
叫
ん
で
二
人
を
出
迎
え
た
。

　
本
当
は
、
白
熊
と
嘉
陽
も
一
緒
に
来
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
白
熊
は
秋
場
所
中
に
ケ
ガ
を
し
て
休

場
、
嘉
陽
も
秋
場
所
中
に
右
足
を
痛
め
、
療
養
中
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
叶か

な

わ
な
か
っ
た
。
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こ
れ
か
ら
、
抽
選
に
当
た
っ
た
約
六
十
名
の
フ
ァ
ン
と
両
関
取
が
一
緒
に
こ
の
日
お
披
露
目
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
列
車
に
乗
る
。
そ
の
「
出
発
式
」
で
マ
イ
ク
の
前
に
立
っ
た
大
の
里
が
、
歓
声
に
応
え
て
挨
拶
を
し
た
。

「
お
披
露
目
の
式
に
来
る
に
あ
た
っ
て
、
お
土
産
を
持
っ
て
来
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
お
か
げ
様

で
二
つ
の
お
土
産
を
持
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
」

　
集
ま
っ
た
町
の
人
々
が
、
さ
ら
に
大
き
な
拍
手
と
歓
声
を
浴
び
せ
た
。
お
土
産
と
い
う
の
が
、
先
週
の

「
秋
場
所
の
優
勝
」
と
、
場
所
後
に
正
式
に
決
ま
っ
た
「
大
関
昇
進
」。
そ
の
二
つ
だ
と
い
う
の
は
、
言
う

ま
で
も
な
か
っ
た
。
大
の
里
は
、
い
ま
用
意
で
き
る
最
高
の
お
土
産
を
携
え
て
「
第
二
の
故
郷
」
糸
魚
川

市
に
凱が

い

旋せ
ん

し
た
の
だ
。

　
さ
ら
に
大
の
里
の
感
謝
の
言
葉
は
続
い
た
。

「
こ
の
青
海
駅
は
、
練
習
が
休
み
に
な
っ
て
実
家
に
帰
省
す
る
時
、
父
と
待
ち
合
わ
せ
た
場
所
な
ん
で

す
。
父
が
『
デ
ン
カ
』
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
自
分
は
能
生
駅
か
ら
こ
こ
ま
で
電
車
で
来
て
、
こ
こ

で
父
の
車
に
乗
っ
て
石
川
県
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
」

　
大
の
里
が
、
青
海
町
の
屋
台
骨
を
支
え
る
会
社
の
名
を
挙
げ
た
た
め
、
歓
声
に
い
っ
そ
う
の
共
感
が
混

じ
っ
た
。
父
・
中
村
知と

も

幸ゆ
き

は
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
、
金か

な

沢ざ
わ

か
ら
青
海
ま
で
、
県
境
を
ま
た
い
で
か
つ
て

は
「
青
海
電
化
（
現
・
デ
ン
カ 

青
海
工
場
）」
の
名
で
知
ら
れ
た
会
社
に
資
材
を
運
ぶ
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
四
人
の
関
取
の
写
真
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
列
車
が
、
一
行
を
乗
せ
て
走
り
出
し
た
。
途
中
、
糸
魚
川
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　能
生
町
が
人
・
人
・
人
で
あ
ふ
れ
た
日

駅
で
も
フ
ァ
ン
と
交
流
し
た
後
、
能
生
駅
ま
で
フ
ァ
ン
と
記
念
走
行
を
楽
し
む
。

　
車
窓
か
ら
見
え
る
田
ん
ぼ
や
畑
、
草
原
の
あ
ち
こ
ち
に
人
々
が
立
ち
、
電
車
に
向
か
っ
て
笑
顔
で
手
を

振
る
光
景
が
ほ
と
ん
ど
途
切
れ
る
こ
と
な
く
見
え
た
。

　
お
年
寄
り
が
い
る
。
若
い
夫
婦
が
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。
犬
が
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
車
窓
の
風
景
を
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
見
た
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
大
の
里
、

欧
勝
海
、
能
生
町
で
育
っ
た
お
相
撲
さ
ん
の
成
長
と
活
躍
が
も
た
ら
し
た
、
誇
ら
し
い
出
来
事
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　
も
し
こ
れ
が
野
球
選
手
だ
っ
た
ら
、
休
日
の
朝
、
家
か
ら
電
車
の
見
え
る
場
所
ま
で
こ
ん
な
に
大
勢
の

家
族
や
ご
老
人
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
出
て
き
て
、
あ
ん
な
に
う
れ
し
そ
う
な
表
情
で
手
を
振
る
だ

ろ
う
か
…
…
。

　
相
撲
が
人
々
を
惹ひ

き
つ
け
る
、
温
か
な
笑
顔
の
輪
を
広
げ
る
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
は
な
い
不
思
議
な
底

力
を
持
つ
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
説
明
が
後
に
な
っ
た
が
、
糸
魚
川
駅
か
ら
能
生
駅
ま
で
、
か
つ
て
は
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
が
走
っ
て
い
た
。

北
陸
新
幹
線
長
野
─
金
沢
間
延
伸
に
伴
い
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
鉄
道
事
業
社
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
一
二

年
七
月
、
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
（
通
称
ト
キ
鉄
）
が
誕
生
し
た
（
開
業
は
二
〇
一
五
年
三
月
）。
正
確

に
記
せ
ば
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
市い

ち

振ぶ
り

駅
か
ら
直な

お

江え

津つ

駅
ま
で
と
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
信し

ん

越え
つ

本
線
だ
っ
た
妙み

ょ
う

高こ
う



『大の里を育てた《かにや旅館》物語』
　　折　仮� P. 18

集英社
インター
ナショナル

194.0

268.0
×１

仮（18）

初校
再校
責了

18

高こ
う

原げ
ん

駅
か
ら
直
江
津
駅
ま
で
の
二
路
線
が
ト
キ
鉄
に
な
っ
た
。
今
回
、
そ
の
ト
キ
鉄
の
車
体
に
、
海
洋
高

校
出
身
の
関
取
四
人
の
写
真
が
で
か
で
か
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
る
企
画
が
実
現
し
た
。
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考

え
、
資
金
を
提
供
し
た
の
は
千
葉
県
に
住
む
自
称
「
鉄
ヲ
タ
」
で
相
撲
フ
ァ
ン
の
実
業
家
・
朱し

ゅ

孝た
か
し
だ
。

ト
キ
鉄
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
」
欄
に
朱
の
コ
メ
ン
ト
が
載
っ
て
い
る
。

《「
ト
キ
め
き
鉄
道
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
数
多
く
参
加
し
、
糸
魚
川
市
の
魅
力
も
知
っ
た
が
、
全
国
に
発

信
す
る
た
め
に
も
う
一
つ
何
か
な
い
か
な
と
考
え
た
時
に
大
の
里
関
が
す
い
星
の
よ
う
に
現
れ
た
。
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
し
か
な
い
と
感
じ
、
米よ

ね

田だ

（
徹と

お
る）

市
長
に
そ
の
企
画
を
お
話
し
し
た
。
大
の
里
関
が
２
度
の

優
勝
と
大
関
昇
進
を
果
た
し
、
糸
魚
川
が
全
国
に
名
が
知
れ
た
と
感
じ
る
。」

「
大お

お

イ
チ
ョ
ウ
を
結
っ
た
ら
張
り
替
え
、
そ
し
て
必
ず
綱
を
と
る
の
で
、
そ
う
な
れ
ば
ま
た
張
り
替
え
る
。」》

　
企
業
向
け
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
、
朱
は
糸
魚
川
市
に
一
千
万
円
を
ふ
る
さ
と
納
税
し

た
。
市
と
ト
キ
鉄
は
そ
れ
を
資
金
と
し
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
を
準
備
し
、
二
年
間
の
予
定
で
走
ら
せ
る
こ

と
に
決
ま
っ
た
の
だ
。

能
生
町
に
こ
ん
な
に
大
勢
の
人
が
い
た
の
か
…
…

　
能
生
駅
に
着
き
、
狭
い
階
段
を
下
り
て
改
札
を
出
る
と
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
に
乗
っ
て
到
着
し
た
関
取
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　能
生
町
が
人
・
人
・
人
で
あ
ふ
れ
た
日

二
人
や
同
行
し
た
我
々
の
方
が
想
像
を
超
え
る
光
景
に
驚
か
さ
れ
た
。

　
駅
前
広
場
に
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
群
衆
が
詰
め
か
け
て
い
た
の
だ
。
そ
の
数
は
数
百
人
に
及
ぶ
だ
ろ

う
。
そ
こ
に
い
た
誰
も
が
、
能
生
町
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
状
況
に
目
を
見
張
っ
た
。
お
礼
の
挨
拶
に
立

っ
た
大
の
里
が
そ
の
気
持
ち
を
率
直
に
語
っ
た
。

「
六
年
間
、
能
生
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
大
勢
の
人
を
見
る
の
は
初
め
て
で
す
。
能
生
に

は
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
た
ん
で
す
ね
」

　
人
々
が
笑
い
に
包
ま
れ
た
。
み
ん
な
も
同
感
だ
。
こ
れ
だ
け
の
町
の
人
が
笑
顔
で
集
ま
っ
て
い
る
こ
と

自
体
が
、
す
ご
く
う
れ
し
い
。
大
の
里
と
欧
勝
海
、
そ
し
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
の
お
か
げ
で
、
こ
ん
な
風

に
み
ん
な
が
集
ま
れ
た
。
顔
を
合
わ
せ
て
、
ひ
と
つ
の
喜
び
を
共
有
で
き
た
。「
盆
と
正
月
が
一
緒
に
来

た
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
最
近
は
正
月
も
盆
も
寂
し
く
な
っ
て
い
る
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
活
気
と

人
の
心
の
つ
な
が
り
が
突
然
、
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
に
生
ま
れ
た
。

　
笑
顔
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
続
く
。
海
洋
高
校
時
代
の
担
任
の
女
性
教
師
が
、
高
校
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
す
る
。

「
中
村
泰だ

い

輝き

君
（
現
・
大
の
里
）
は
、
お
茶
目
な
の
で
、
海
洋
実
習
で
十
二
人
乗
り
の
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た

時
、
わ
ざ
と
ボ
ー
ト
を
揺
ら
し
て
一
緒
に
乗
っ
て
い
る
仲
間
を
怖
が
ら
せ
ま
し
た
」

　
こ
ん
な
暴
露
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
、
二
人
は
動
じ
ず
、
た
だ
苦
笑
し
て
反
論
も
し
な
か
っ
た
。
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「
さ
あ
こ
こ
で
、
普
通
な
ら
花
束
贈
呈
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
」

　
司
会
の
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
声
を
張
り
上
げ
、
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
た
。

　
何
が
始
ま
る
の
か
と
あ
た
り
を
見
回
す
と
、
群
衆
の
中
か
ら
進
み
出
た
の
は
、
か
に
や
旅
館
の
女
将
・

田
海
恵
津
子
だ
っ
た
。
私
を
見
つ
け
て
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
恵
津
子
が
小
声
で
言
っ
た
。

「
何
と
か
間
に
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
、
普
通
の
八
個
分
く
ら
い
あ
る
ん
で
す
。
い
や
九
個
分
か
な
」

　
そ
う
言
わ
れ
た
が
、
恵
津
子
が
両
手
で
抱
え
て
い
る
黒
い
物
体
が
何
な
の
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

「
そ
れ
で
は
、
お
祝
い
の
お
に
ぎ
り
の
贈
呈
で
す
！
」

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
言
わ
れ
て
初
め
て
そ
の
正
体
が
判
明
し
た
。
恵
津
子
が
抱
え
て
い
た
の
は
、
音
楽
の

授
業
で
鳴
ら
し
た
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
よ
り
さ
ら
に
ひ
と
回
り
大
き
い
、
そ
し
て
ぶ
厚
い
「
巨
大
お
に
ぎ

り
」
だ
っ
た
。

「
運
動
会
の
時
な
ん
か
、
み
ん
な
に
こ
れ
を
ひ
と
つ
ず
つ
持
た
せ
ま
し
た
」

　
あ
ま
り
の
大
き
さ
に
誰
も
が
呆あ

っ

気け

に
と
ら
れ
、
顎
が
外
れ
そ
う
な
ほ
ど
ぽ
か
ん
と
口
を
開
け
て
い
る
。

「
こ
れ
を
一
人
で
食
べ
ち
ゃ
う
ん
で
す
か
？
」

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
訊き

か
れ
て
二
人
は
、「
は
い
」
と
、
涼
し
い
笑
顔
で
答
え
た
。

　
駅
前
の
大
群
衆
。
能
生
育
ち
の
力
士
が
熱
い
眼ま

な

差ざ

し
を
浴
び
る
光
景
に
ひ
と
き
わ
熱
く
感
じ
入
る
人
物

が
い
た
。
総
監
督
・
田
海
哲
也
だ
。
哲
也
は
長
年
の
記
憶
と
様
々
な
喜
怒
哀
楽
を
か
み
し
め
て
い
た
。
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序
章

　能
生
町
が
人
・
人
・
人
で
あ
ふ
れ
た
日

（
六
年
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
、
こ
ん
な
光
景
は
あ
の
時
以
来
、
五
十
年
ぶ
り
だ
…
…
。
い
や
、
あ
の
時
よ
り

今
日
の
方
が
人
も
多
い
し
、
何
だ
か
み
ん
な
が
感
激
し
て
い
る
…
…
）

　
あ
の
時
、
と
い
う
の
は
、
哲
也
が
小
学
生
だ
っ
た
夏
。
同
じ
市
内
の
糸
魚
川
商
工
高
校
（
現
・
糸
魚
川

白は
く

嶺れ
い

高
校
）
が
甲
子
園
出
場
を
決
め
た
。
野
球
少
年
だ
っ
た
哲
也
は
、
糸
魚
川
駅
ま
で
行
っ
て
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
姿
で
駅
頭
に
立
つ
選
手
た
ち
を
目
に
焼
き
付
け
た
。
さ
ら
に
ジ
ッ
と
し
て
い
ら
れ
ず
、
小
学
生
な
の

に
た
っ
た
一
人
で
甲
子
園
球
場
ま
で
応
援
に
出
か
け
た
。

（
自
分
も
必
ず
甲
子
園
に
行
く
）

　
固
く
誓
っ
た
。
そ
の
夢
は
高
校
時
代
に
頓
挫
し
て
し
ま
う
。
だ
が
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
野
球
か
ら

相
撲
に
進
路
が
変
わ
り
、
指
導
者
と
し
て
相
撲
に
打
ち
込
ん
だ
結
果
、
あ
の
糸
魚
川
商
工
の
祝
賀
会
を
超

え
る
風
景
を
、
自
分
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
弟
子
た
ち
が
成
し
遂
げ
た
…
…
、
ま
さ
に
夢
の
よ
う
だ
っ

た
。

　
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
大
の
里
、
欧
勝
海
の
人
気
の
賜
物
だ
が
、
間
違
い
な
く
田
海
哲
也
が
演
出
し
た
も
の

だ
。
哲
也
と
恵
津
子
夫
人
の
献
身
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
大
群
衆
の
光
景
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
哲
也
は
そ

う
思
う
と
、
感
無
量
。
涙
腺
が
決
壊
す
る
の
を
抑
え
き
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
日
の
思
い
を
哲
也
自
身
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿
し
て
い
る
。

《
私
の
夢
は
…
…
。
五
十
年
前
、
糸
魚
川
商
工
が
甲
子
園
に
出
場
！
　
糸
魚
川
の
駅
が
市
民
で
埋
め
尽
く
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さ
れ
ま
し
た
！
　
小
学
生
の
私
は
一
人
で
甲
子
園
ま
で
応
援
に
行
き
「
ス
ポ
ー
ツ
は
こ
ん
な
に
人
を
感
動

さ
せ
る
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
時
代
は
変
わ
り
、
現
在
ま
で
（
相
撲
で
）
優
勝
も
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
相
撲
は
マ
イ
ナ

ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
祝
勝
会
を
何
度
も
開
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
市
民
や
相
撲
を
知
ら
な
い
人

を
取
り
込
む
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
、
様
々
な
縁
の
下
の
力
持
ち
の
方
々
が
立
ち
上
が
り
、
昨
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
感

無
量
で
す
！
　
勝
つ
こ
と
、
上
に
上
が
る
こ
と
は
大
事
な
夢
。
し
か
し
、
そ
の
上
に
は
、
さ
ら
に
皆
で
喜

び
、
皆
が
共
有
・
共
感
・
感
動
す
る
こ
と
も
大
事
な
夢
で
す
。

　
大
の
里
、
白
熊
、
嘉
陽
、
欧
勝
海
ほ
か
六
名
の
力
士
は
、
勘
違
い
せ
ず
、
色
々
な
方
々
が
目
に
見
え
な

い
所
で
支
え
て
い
ま
す
！
　
応
援
し
て
い
ま
す
！
　
そ
れ
が
わ
か
る
力
士
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！
　
謙
虚

で
愛
さ
れ
る
力
士
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！

「
思
い
続
け
れ
ば
石
の
上
に
も
花
が
咲
く
」

　
諦
め
ず
続
け
て
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
も
、
い
つ
も
通
り
九
時
か
ら
稽
古
で
す
！
　
能
生
の
街
に
は
い
つ
も
通
り
人
は
あ
ま
り
歩
い
て
い

ま
せ
ん
！
　
現
在
、
将
来
を
に
な
う
高
校
生
や
ジ
ュ
ニ
ア
が
い
ま
す
。
幸
せ
を
嚙か

み
し
め
て
頑
張
り
ま

す
。》
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